
［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年3月11日

契 約 業 者 名 日本工営都市空間（株）

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区麹町４－２

業 務 の 名 称 Ｒ５富士川砂防管内砂防施設設計業務（その１）

業 務 場 所 富士川砂防事務所管内

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年6月15日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年3月31日

変 更 前 の 契 約 金 額 ２９，３７０，０００円（税込み）

変 更 金 額 　４，２３５，０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 ３３，６０５，０００円（税込み）

変 更 理 由

（第１回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について記
述する）

１．道路設計
　１）一般構造物詳細設計
　　①野呂川第五砂防堰堤工事用道路　詳細設計を取り止め
　　②荒川工事用道路　補強土と基礎工の修正設計を新規に追加する
２．橋梁設計
　　①池の沢地区の橋梁設計について、予備設計の修正設計を新規に追加
　　　詳細設計（共通、上部工、下部工）は取り止める。
３．砂防構造物設計
　　①池の沢地区の渓流保全工　設計内容を一部見直したため変更（増）する
　　②塩島沢砂防堰堤群について、砂防堰堤及び、渓流保全工の修正が生じたため、
　　　新規に修正設計を追加
４．BIM/CIM活用
　　　野呂川工事用道路の設計について、BIM/CIM活用を追加
５．履行期間
　　　履行期間については、１０日間延長し、令和７年３月３１日までとする。

１．道路設計
　１）一般構造物詳細設計
　　①野呂川第五砂防堰堤工事用道路については、現地調査及び過年度業務成果の精
　　　査の結果、施工計画の見直しの必要が生じたため、予備設計のみとし、詳細設計を
　　　取り止める。
　　②荒川工事用道路について、発注済みの工事において既存の設計と起工測量におい
　　　て現地地形の乖離が確認されたため、新規に補強土と基礎工の修正設計を追加す
　　　る。
２．橋梁設計
　　①池の沢地区の橋梁設計について、渓流保全工の設計において保全工の幅員を拡
　　　幅したため、既存の予備設計を見直し、予備設計の修正設計を新規に追加する。
　　　また、詳細設計（共通、上部工、下部工）は取り止める。
３．砂防構造物設計
　　①池の沢地区の渓流保全工について、設計内容を一部見直したため設計内容につい
　　　て変更（増）する。
　　②塩島沢砂防堰堤群について、設計検討及び関係機関との協議の結果、砂防堰堤
      及び、渓流保全工の修正が生じたため、新規に修正設計を追加する。
４．BIM/CIM活用
　　　野呂川工事用道路の設計について、BIM/CIM活用を追加する。
５．履行期間
　　　履行期間については、上記の増工により１０日間延長し、令和７年３月３１日までと
　　する。


